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こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長
　
今
後
も
Ｕ
Ｄ
を

意
識
し
た
施
策
を
推
進
し

て
い
く
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

（
Ｕ
Ｄ
）
の
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
の
活
用
を

町
長
　
順
次
、
検
討
を

開
始
し
た
い
。

電
力
自
由
化
の
機
を
捉
え

て
、契
約
の
あ
り
方
の
検

討
を

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
」
の
導
入
を

現
時
点
で
は

　
　

す
ぐ
に
導
入
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

町
長

下
野　

義
子　

議
員
（
公
明
党
）

質
問　
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ

イ
ン
ト
」
は
、
健
診
の
受

診
や
介
護
予
防
事
業
参
加
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
健

康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、

貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
が
地
域

貢
献
の
為
の
寄
付
や
商
品

券
な
ど
に
交
換
で
き
る
施

策
で
あ
る
。
各
種
健
診
の

受
診
や
健
康
づ
く
り
へ
の

動
機
づ
け
と
な
る
だ
け
で

な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

や
地
域
経
済
の

活
性
化
な
ど
に

繋
げ
て
い
く
事

が
で
き
る
。
更

に
、
医
療
費
や

介
護
費
用
の
抑

制
に
も
寄
与
す

る
と
考
え
る
。

わ
が
町
な
ら
で

は
の
手
法
で
取

り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
。

町
長　
「
自
助
努
力
す
る

人
に
何
ら
か
の
支
援
を
」

と
い
う
議
論
は
承
知
し
て

い
る
。
し
か
し
、
日
本
の

医
療
制
度
は
全
体
の
保
険

料
で
病
気
の
人
を
支
え
る

制
度
で
あ
り
、
そ
の
基
本

で
あ
る
保
険
料
に
ま
で
踏

み
込
み
、
商
品
券
や
現
金

給
付
を
受
け
る
こ
と
は
本

来
の
趣
旨
と
相
い
れ
な
い

部
分
が
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト

制
度
に
つ
い
て
は
、
い
ま

少
し
慎
重
に
取
り
組
む
べ

き
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、

現
時
点
で
は
す
ぐ
に
導
入

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
、
国
か
ら
、
保

険
者
が
実
施
す
る
予
防
や

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
好

事
例
が
発
表
さ
れ
る
と
思

う
の
で
、
注
視
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

防災ブック「東京防災」の
　　　　　　　　　積極的活用を

知名度を生かし、鋭意取り組む町長

質
問　

東
京
都
は
９
月
、

都
民
向
け
防
災
ブ
ッ
ク

「
東
京
防
災
」
を
作
成
し
、

都
内
全
戸
配
布
を
行
っ
た
。

発
災
時
の
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

生
活
再
建
な
ど
も
含
む
多

岐
に
わ
た
る
本
格
的
な
内

容
が
、
家
庭
・
職
場
・
学

校
な
ど
で
大
き
な
反
響
と

関
心
を
呼
ん
で
い
る
。

　

瑞
穂
町
と
し
て
も
、
住

民
の
日
常
的
な
防
災
意
識

の
向
上
や
家
庭
で
の
具
体

的
な
防
災
へ
の
準
備
に
役

立
て
る
よ
う
、
こ
の
「
東

京
防
災
」
の
積
極
的
活
用

を
提
案
す
る
。

町
長　

町
は
、
地
域
防
災

計
画
を
基
本
に
、
避
難
所

の
見
直
し
や
医
療
拠
点
の

整
備
の
ほ
か
、
個
人
住
宅

耐
震
関
連
助
成
な
ど
の
事

業
を
推
進
し
、
防
災
力
の

強
化
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
「
東
京
防
災
」
の

知
名
度
を
生

か
し
、
災
害

リ
ス
ク
に
備

え
る
知
識
を

広
め
ら
れ
る

よ
う
、
広
報

な
ど
で
周
知

啓
発
す
る
と

と
も
に
、
各

種
防
災
訓
練
、

学
校
や
各
種

団
体
の
集
会

な
ど
、
様
々

な
チ
ャ
ン
ス

を
捉
え
、
災

害
に
対
す
る

備
え
や
危
機
意
識
が
向
上

す
る
よ
う
鋭
意
取
り
組
む
。

高
齢
者
居
場
所
づ
く
り
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
り
組
み
を

協
働
を
基
本
に
取
り
組
む

町
長

小
川　

龍
美　

議
員
（
公
明
党
）

質
問　

高
齢
者
が
心
身
機

能
の
衰
え
に
伴
い
閉
じ
こ

も
り
が
ち
と
な
り
、
社
会

と
の
接
点
を
な
く
し
て
孤

立
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
高
齢
者
が
気
軽
に

集
え
る
居
場
所
の
設
置
が

重
要
と
な
る
。
高
松
市
で

は
、
地
域
の
集
会
所
や
公

共
施
設
、
個
人
の
家
屋
を

利
用
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

や
自
治
会
、
趣
味
の
会
な

ど
が
主
催
す
る
居
場
所
づ

く
り
事
業
を
推
進
し
て
い

た
。
我
が
町
も
、
こ
の
よ

う
な
居
場
所
づ
く
り
事
業

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
、
町
長
の
所
見
を
伺

う
。

町
長　

介
護
保
険
制
度
も

大
き
く
変
わ
り
、
要
支
援

者
を
含
む
高
齢
者
に
は
、

地
域
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
町
独
自
で
実
施
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

町
で
は
、
保
険
制
度
の

再
構
築
を
最
優
先
課
題
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
っ

て
、
一
般
高
齢
者
と
認
知

症
の
方
を
対
象
と
す
る
居

場
所
づ
く
り
は
今
後
の
課

題
と
な
る
。
そ
の
実
現
に

は
、
運
営
主
体
を
行
政
に

限
る
こ
と
な
く
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
上
で
、

当
事
者
・
地

域
・
各
種
団

体
な
ど
が
自

主
的
に
運
営

す
る
こ
と
も

視
点
に
お
く

べ
き
と
考
え

る
。

　

今
後
も
町

民
の
皆
様
と

の
協
働
を
基

本
に
取
り
組

む
。

齋藤　成宏　議員（民主党）

全戸配布された『東京防災』

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長
　
関
心
は
あ
る
が
、

費
用
や
誤
作
動
な
ど
に

課
題
が
あ
り
、
補
助
に

は
踏
み
切
れ
な
い
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置

補
助
制
度
の
創
設
を

残堀川ウォーキングの様子

ア
ニ
マ
シ
オ
ン

遊
び
・
ゲ
ー
ム
を
通
し

て
、
子
供
た
ち
に
読
書

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、
読
む

力
を
引
き
出
す
読
書
教

育
法
の
ひ
と
つ
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

教
育
長
　
一
部
の
学
校

で
実
施
し
て
い
る
。
成
果

を
見
な
が
ら
研
究
を
深
め

た
い
。

読
書
推
進
に
ア
ニ
マ
シ

オ
ン
な
ど
の
活
用
を

「寄り合いハウスいこい」で行われている脳トレ教室

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長
　
様
々
な
活
動
を

通
し
、
平
和
を
希
求
す
る

町
の
姿
勢
は
発
信
し
て
お

り
、
改
め
て
宣
言
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

「
瑞
穂
町
非
核
平
和
都
市

宣
言
」
の
制
定
を

国民健康保険の現状と
　「都道府県化」の対応について

制度改正を注視していく町長

大坪　国広　議員（日本共産党） 質
問　

27
年
５
月
、
政
府

は
市
町
村
国
保
の
「
都
道

府
県
化
」
な
ど
を
、
平
成

30
年
度
を
め
ど
に
医
療
保

険
制
度
の
改
訂
を
決
定
し

た
。
町
で
も
高
齢
化
が
毎

年
進
行
し
、
医
療
給
付
費

が
増
加
す
る
中
で
も
、
誰

も
が
安
心
し
て
病
院
に
か

か
れ
る
よ
う
、
次
の
３
点

に
つ
い
て
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

問
①
　
27
年
度
、
保
険
証

更
新
時
の
加
入
者
数
、
短

期
証
・
資
格
証
の
発
行
数

は
。

町
長　

加
入
者
数
は
６
、

１
２
４
世
帯
で
１
万
１
、

０
４
６
人
。
短
期
証
の
交

付
は
６
４
５
世
帯
で
１
、

１
８
１
人
。
資
格
証
は
28

世
帯
で
45
人
。

問
②
　
今
後
の
保
険
料
の

推
移
は
。

町
長　

町
は
26
年
度
か
ら

28
年
度
の
３
カ
年
で
保
険

税
率
の
改
定
を
進
め
て
い

る
。
29
年
度
以
降
に
つ
い

て
も
徐
々
に
引
き
上
げ
ざ

る
を
え
な
い
。

問
③
　
30
年
度
予
定
の

「
都
道
府
県
化
」
の
対
応

に
つ
い
て
は
。

町
長　

28
年
度
の
秋
に
標

準
保
険
料
の
算
定
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
が
都
道
府
県

に
配
布
さ
れ
る
予
定
に
な

っ
て
い
る
。
制
度
改
正
を

注
視
し
、
住
民
が
安
心
し

て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
る
。

町が発行している国民健康保険被保険者資格証


